














































































Cosmidesらは主張したのである（Cosmides and Tooby 1989，Cosmides and Tooby 


















































































率が大幅に改善する問題が知られていたのである（Cheng & Holyoak 1989）。今日，











提示された（Cheng & Holyoak 1985，Cheng et al. 1986）。それが，「実用的推論スキー















































































































































































































































































むシウィアー族に対して同様の実験を行っている（Sugiyama et al. 2002）。
　シウィアー族とは，アマゾンの熱帯雨林の奥地という，人里離れた未開の地で暮ら

























































（Fiddick & Erlich 2010）。またこの両者は，背景にある感情面でも異なる可能性が示
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